
お 知 ら せ

本
会
理
事
会
は
、
１２
月
１６
日

（
水
）
１３
時
か
ら
協
会
・
会
議

室
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し

た
。
出
席
者
は
理
事
１３
名
と
監

事
３
名
及
び
事
務
局
。

議
事
の
経
過
及
び
議
決
の
結

果
は
次
の
通
り
。

○
平
成
２７
年
度
事
業
報
告

・
報
告
書
内
容
の
文
言
に
つ
い

て
加
筆
修
正
し
た
。

○
平
成
２７
年
度
決
算
報
告

・
決
算
報
告
を
受
け
て
、
執
行

部
か
ら
収
入
増
加
対
策
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
委
員
会
構

成
に
つ
い
て
構
成
人
員
数
の

再
検
討
と
と
も
に
、
具
体
的

に
は
委
員
会
で
相
互
に
関
連

す
る
事
業
を
実
施
す
る
委
員

会
が
有
り
、
統
合
を
検
討
し

て
委
員
会
の
合
同
開
催
等
を

視
野
に
実
施
す
べ
き
と
の
意

見
に
接
し
た
。

○
役
員
の
改
選

・
資
料
に
よ
り
報
告
し
、
了
承

さ
れ
た
。

○
平
成
２８
年
度
事
業
計
画

・
協
会
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
事
業
計
画
前
文
に
協

会
の
置
か
れ
た
厳
し
い
状
況

を
記
載
す
べ
き
と
の
意
見
が

有
り
、
対
応
す
る
事
と
し

た
。

・
内
容
の
加
筆
修
正
が
行
わ
れ

た
。

○
総
会
関
係

・
参
加
者
出
欠
状
況
、
来
賓
出

欠
状
況
等
を
報
告
し
、
監
査

報
告
は
荒
井
監
事
に
要
請
す

る
事
と
し
た
。

・
総
会
会
場
に
、
日
章
旗
と
協

会
旗
を
掲
揚
し
、
協
会
旗
は

一
般
社
団
法
人
日
本
植
木
協

会
に
変
更
す
る
事
と
し
た
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
役
割
分
担
報
告
を

す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換

会
司
会
を
三
役
・
正
副
議
長

会
議
に
同
席
願
う
事
と
し

た
。

○
理
事
会
等
日
程

・
当
初
予
定
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
委
員
会
を
６
月
２４

日
に
変
更
し
了
承
さ
れ

た
。

○
ト
ル
コ
ア
ン
タ
リ
ヤ
国

際
園
芸
博

・
国
際
情
勢
を
鑑
み
て
、

他
の
緑
化
関
係
団
体
と

同
様
に
本
会
は
協
賛
と

し
て
対
応
す
る
事
と
し

た
。
開
催
は
平
成
２８
年

４
月
２３
日
か
ら
１０
月
３０

日
で
、
ジ
ャ
パ
ン
デ
イ

は
９
月
１６
日
。

○
古
賀
顧
問
名
誉
市
民

・
福
岡
県
み
や
ま
市
か
ら
名
誉

市
民
に
推
薦
さ
れ
た
報
告
が

有
っ
た
。

○
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
企

画
コ
ン
テ
ス
ト
の
植
木
協
会

賞
・
環
境
省
主
催
の
表
記
賞
に
京

都
市
の
「
京
の
駅
前
庭
園
・

香
り
に
満
ち
た
駅
前
広
場
」

が
入
賞
し
、
京
都
駅
八
条
口

の
改
修
工
事
に
伴
う
事
業
が

受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
。

○
協
会
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

・
協
会
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

「
育
て
よ
う

豊
か
な
み
ど

り

や
さ
し
い
心
」
を
継
続

採
用
す
る
事
と
し
た
。

○
公
益
目
的
支
出
実
施
報
告
書

・
２６
年
度
報
告
と
し
て
内
閣
府

宛
て
提
出
書
類
を
添
付
し
報

告
し
た
。

平
成
２７
年
度

本
部
監
査
を
実
施

本
協
会
は
、
１２
月
１６
日（
水
）

１０
時
３０
分
か
ら
協
会
会
議
室
で

平
成
２７
年
度
監
査
を
実
施
し

た
。監

査
に
あ
た
っ
て
、
会
員
の

動
向
、
会
費
納
入
状
況
、
本
年

度
事
業
実
施
状
況
及
び
予
算
執

行
状
況
、
入
会
保
証
金
勘
定
の

内
訳
、
固
定
資
産
及
び
繰
り
越

し
の
流
動
資
産
・
流
動
負
債
の

内
訳
、
金
融
機
関
毎
内
訳
な
ど

を
説
明
し
た
。

こ
の
後
、
預
金
通
帳
・
残
高

証
明
、
伝
票
等
関
係
帳
票
を
提

示
・
照
合
・
監
査
の
結
果
、
諸

帳
簿
、
証
憑
書
類
、
関
係
書
類

は
適
正
に
処
理
さ
れ
、
経
費
の

使
途
に
つ
い
て
も
適
正
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

監
事
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、

決
算
報
告
の
現
状
を
踏
ま
え

て
、
収
入
増
の
施
策
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
支
出
項
目
の
見
直

し
を
早
急
に
行
う
必
要
が
有
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

ウンシュウ（温州）ミカン
甲南大学理工学部教授 田 中 修 氏

私たちが健康にすごせるのは、多くの野菜や、おいしい果
実を実らせる果樹のおかげです。この連載では、「人間の健
康を守る“果樹の力”」と題して、果実がどのように健康に貢

献しているかを含めて果樹を紹介します。第１回の今回は、ウンシュウ（温州）
ミカンについてです。

日本生まれの果樹
「ミカン」という語は、温州ミカンを含めて、
ナツミカンやオレンジなど、ミカン科ミカン属に
属する柑橘類の総称です。でも、ふつうに「ミカ
ン」とよばれるのは、「温州ミカン」のことです。
このミカンの祖先は中国からもたらされ、そのと
きには、タネがありました。ところが、鹿児島県
（当時の薩摩藩）で栽培されていた江戸時代の前
期に、「タネなし」になりました。このミカンに
は、「花粉がタネをつくる能力をなくす」と同時
に、「タネができなくても、実が肥大する」とい
う性質があるのです。
タネなしになったミカンには、中国のミカンの集散地として名高い「温州」
にちなんで、「温州ミカン」という名前がつけられました。そのため、いかに
も「中国生まれ」のような印象を受けます。しかし、この果物は、正真正銘の
日本生まれです。

温州ミカンが生まれた当時は、タネ（子ども）がなければ「御家断絶」の時
代でした。そのため、「タネなし」は忌み嫌われました。皮が剥きやすくタネ
がないという食べやすさの魅力が理解され、その味わいが評価され、人気がで
るのは明治時代になってからです。
近年、外国でも人気が高まっており、「MIKAN（ミカン）」は、国際共通語に

なりつつあります。カナダやアメリカでは、皮が剥きやすいので、「テレビを
見ながらでも食べられる」という意味で「TVフルーツ」とか「TVオレンジ」
ともよばれます。
この果物の品種は、多種多様です。といっても、味や見かけで品種名がわか
るほどに、品種ごとの性質に特徴はありません。このミカンの味わいを長く楽
しむために、成熟する時期が異なるような品種がそろえられているのです。９
～１０月に極早生、１０～１２月に早生の品種、１２～１月に中生、１～３月に晩生の
品種が出まわります。

健康に貢献する「β－クリプトキサンチン」
この果汁の中には、ビタミンＣととも
に、β‐クリプトキサンチンという物質
が含まれています。近年、この物質は、
肝臓の機能を守る効果をもつことが注目
されています。
２００５年に農林水産省の研究機関「農研
機構」から、「ミカンをよく食べる人で
は、肝機能障害のリスクが低い」という
研究結果が発表されました。アルコール
類を多く飲む人は、血液検査のとき、気
になる検査項目の一つに、「γ‐GTP」があります。これは、肝臓機能の障害
を示す指標になるもので、約５５（単位は、IU/l）以下の数字が正常とされます。
アルコール類の飲みすぎが続くと、この数値が上昇します。
研究の発表では、「お酒をまったく飲まないと約３０という数値が、毎日、１

本の大瓶のビールを飲んでいると、５０～６０の値にあがる」と報告されています。
ところが、「毎日、１本の大瓶のビールを飲んでいても、１週間に２～３個の
温州ミカンを食べていると、この値が４０～５０にとどまり、１日に２～３個の温
州ミカンを食べていると、この値が約３０のままに保たれる」というのです。こ
れが、β‐クリプトキサンチンの効果です。

庭園樹部会 勉強会及びバス視察のご案内
庭園樹部会・伝統技術育成委員会では、緑化木・果樹として優れた梅の手入れ管

理育成圃場のバス視察を実施します。多くの会員のご参加をお願いいたします。
記

開 催 日 時 平成２８年２月２３日（火）１３時３０分～２４日（水）１５時００分
集 合 場 所 ㈲小田原植木 〒２５０－００５５ 神奈川県小田原市久野９３５

☎０４６５－３４－５８４５
視 察 先 ㈲小田原植木、小田原市フラワーガーデン梅園、曽我梅園、他
参加募集人員 ２５名（定員に達し次第締切、開催最少人員７名）
宿 泊 先 箱根の森 おかだ
参 加 費 １名様 ２８，０００円（１泊３食付、４～６名相部屋、バス代含む）

１名様 ３１，０００円（１室２名使用）
（自宅から会場までの往復交通費は各自負担です）

募 集 締 切 平成２８年２月１日（月）
申 込 方 法 申込書を協会事務局（０３－３５８６－７５７７）へ FAXお願いします。

申込書は後日各社へ FAXします。

著者プロフィール
田中 修（たなか おさむ）
甲南大学理工学部教授。農学博士。
１９４７年京都府生まれ。
京都大学農学部・同大学院博士課程修了。
米国スミソニアン研究所博士研究員などを経て、９３年より現職。
NHKラジオ番組「夏休み子ども科学電話相談」の植物分野の回答者も務める。
「植物はすごい 七不思議篇」（２０１５ 中公新書）
「植物は人類最強の相棒である」（２０１４ ＰＨＰ新書）
「植物のあっぱれな生き方」（２０１３ 幻冬舎新書）など著書多数。

新連載

平
成
２８
年
度

第
１
回
理
事
会
を
開
催

今年度の緑化通信では、NHKラジオ番組「夏休み子ども科学電話相談」などでおなじみの
田中修先生に紙面を飾って頂きます。田中先生にご紹介いただく、果樹の力を日々のくらし
に取り入れ、今年も健やかにお過ごし下さい。

ミカンの花
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タマリュウ・シマトネリコ生産販売

タマリュウ定期便で
いつでも・どこへでもお届けします。

〒893-0013
鹿児島県鹿屋市札元２丁目3727-2
ＴＥＬ : 0994-44-6993
ＦＡＸ : 0994-44-6996
URL  http : //www.tamaryu.jp/
E-mail : net-shop@tamaryu.jp

●ご注文はホームページ、
　電話・FAX・メールでも承ります。

シマトネリコ 30,000株
タマリュウ 60,000マット シャリンバイ（15vp）

30,000ポット直営農場で生産中

3.11 震災復興に向けて

今
回
、
九
州
に
於
い
て
全
国

総
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
、

全
国
各
地
よ
り
足
を
お
運
び
頂

き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
九
州

で
は
常
緑
樹
は
も
ち
ろ
ん
落
葉

樹
な
ど
の
生
産
を
手
が
け
て
い

ま
す
が
、
高
齢
化
や
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
付
い
て
行
け
ず
、
休
業

し
て
行
く
人
が
多
く
、
生
産
量

が
減
少
傾
向
で
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
で
も
全
国
の
需
要
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
九
州
の
協

会
員
、青
年
部
会
員
、そ
し
て
一

般
生
産
者
を
含
め
、
数
年
前
か

ら
生
産
物
の
展
示
会
な
ど
様
々

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

九
州
の
山
歩
き
を
し
て
樹
木
の

発
掘
が
出
来
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
熊
本
の
人
吉
と
宮
崎
の

綾
町
の
原
生
林
を
現
地
の
先
生

に
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
、
植
木
屋
の
忘
れ
か
け
て
い

る
原
点
で
あ
る
掘
り
取
り
根
巻

き
の
講
習
会
や
生
産
上
の
剪
定

の
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
は
樹
木
識
別
ポ
イ

ン
ト
講
習
会
を
福
岡
で
実
施
し

て
頂
き
、
多
く
の
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
勉
強
会
の
後
は
必
ず
意
見

交
換
会
と
交
流
会
を
、
酒
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し

た
。
（
そ
れ
だ
け
を
目
的
に
来

て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。）

協
会
員
・
一
般
生
産
者
は
も

ち
ろ
ん
特
に
青
年
部
の
人
た
ち

は
、
全
国
の
皆
様
方
に
応
え
ら

れ
る
様
な
生
産
地
を
目
指
し
頑

張
っ
て
い
ま
す
の
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
震
災
後
の
植
栽
な

ど
、
九
州
の
生
産
者
で
加
勢
で

き
る
情
報
の
提
供
を
お
願
い
出

来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
は
特
に
我
々
の
協
会

と
し
て
は
緑
育
事
業
に
注
力
す

べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
々

事
業
数
は
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
行
政
や
他
の
緑
化
業
者
だ

け
に
任
せ
ず
も
っ
と
も
っ
と
一

般
の
人
々
に
緑
の
大
切
さ
を
訴

え
る
手
段
を
探
し
出
し
、
知
ら

せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

温
暖
化
防
止
や
安
ら
ぎ
の
場

の
形
成
や
、
緑
の
役
目
は
沢
山

あ
り
ま
す
。
木
が
邪
魔
だ
、
木

な
ど
要
ら
な
い
、
落
葉
が
困

る
、
な
ど
言
わ
せ
な
い
様
な
知

識
を
集
め
、
駐
車
場
や
道
路
や

広
場
な
ど
に
緑
陰
を
増
や
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

話
は
少
し
そ
れ
ま
す
が
、
親

子
の
講
習
会
で
「
人
間
が
生
き

て
行
く
上
で
一
番
大
切
な
物
は

何
で
し
ょ
う
。」
と
質
問
を
し

た
所
、子
供
は
皆
さ
ん「
空
気
」

と
答
え
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

親
の
中
に
は
び
っ
く
り
、
食
べ

物
や
お
金
と
言
っ
た
方
が
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
ど
う
思

い
ま
す
か
。

ま
た
、
行
政
に
し
て
も
今
は

街
路
樹
や
公
園
樹
も
管
理
費
が

掛
か
り
、
住
民
の
苦
情
が
多
い

の
で
処
分
し
て
い
る
所
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
述

の
親
の
意
見
と
一
緒
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
で
良
い
の

で
し
ょ
う
か
、
我
々
ど
う
成
る

の
で
し
ょ
う
か
、
も
っ
と
我
々

が
危
機
感
を
持
っ
て
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
こ
の
業
界
は
絶
対
無

く
な
り
は
し
な
い
業
界
だ
と
思

い
ま
す
。
も
っ
と
自
信
を
持
っ

て
、
今
回
の
講
師
の
大
谷
さ
ん

の
お
話
の
様
に
笑
顔
を
持
っ
て

仕
事
を
頑
張
り
、
ま
た
九
州
に

来
て
貰
い
、
皆
が
集
ま
り
、
酒

な
ど
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、

大
い
に
夢
を
語
り
ま
し
ょ
う
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
２８
年
度
通
常
総
会
が
博

多
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
員
で

あ
り
ま
す
福
岡
県
支
部
よ
り
皆

様
に
歓
迎
の
意
を
表
し
ま
す
。

福
岡
県
は
日
本
で
も
有
数
の

植
木
の
産
地
で
す
。
耳
納
連
山

の
ふ
も
と
に
位
置
す
る
田
主

丸
、
久
留
米
地
区
は
歴
史
も
古

く
、
公
共
樹
・
庭
木
・
観
賞
用

樹
木
や
果
樹
苗
の
大
型
産
地
で

す
。
中
低
木
類
用
の
コ
ン
テ
ナ

栽
培
も
盛
ん
で
す
。
八
女
市
星

野
村
で
は
ア
セ
ビ
や
ク
ル
メ
ツ

ツ
ジ
な
ど
の
低
木
類
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
高
度
な
技
術
で
ク

ロ
マ
ツ
等
の
庭
木
を
作
っ
て
い

る
久
留
米
市
三
潴
町
周
辺
で
は

多
く
の
庭
木
が
Ｅ
Ｕ
や
ア
ジ
ア

各
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
倉
地
区
、
三
井
、
小
郡
地
区

で
は
公
共
用
緑
化
樹
の
中
高
木

類
、
ま
た
新
樹
種
や
コ
ニ
フ
ァ

ー
類
も
多
く
生
産
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
多
種
多
様
な

植
物
が
１
時
間
以
内
で
集
荷
出

来
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
区
の

最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

支
部
の
概
要
で
す
が
、
福
岡

県
支
部
の
会
員
数
は
４９
名
、
年

５
回
の
例
会
と
１１
月
に
総
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。福

岡
県
支
部
の

中
も
久
留
米
地

区
、
田
主
丸
地

区
、
う
き
は
地

区
、
朝
倉
地
区
、

小
郡
三
井
地
区
と

５
つ
の
地
区
に
分

け
各
地
区
に
役
員

を
も
う
け
定
例
会

の
前
に
役
員
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
研
修
会
も

多
く
、
他
団
体
と
の
交
流
や
九

州
緑
化
協
議
会
へ
の
参
加
、
ま

た
毎
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

機
械
資
材
の
展
示
会
や
荷
作
り

や
剪
定
の
講
習
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年
６
月
に
は
西
日

本
短
期
大
学
に
お
い
て
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
夏
期
研
修
会
の
一
環
と

し
て
『
樹
木
識
別
の
ポ
イ
ン
ト

講
習
会
』
を
開
催
し
７
月
１１
日

の
『
環
境
緑
化
樹
木
識
別
検
定

試
験
』
に
挑
み
ま
し
た
。

青
年
部
も
緑
育
出
前
事
業
を

始
め
供
給
可
能
量
調
査
や
社
園

別
在
庫
表
作
成
等
、
積
極
的
に

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

肝
心
の
販
売
の
方
で
す
が
、

昨
年
秋
は
と
て
も
低
調
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
し
ま
と

ま
っ
た
注
文
が
あ
る
と
す
ぐ
に

品
薄
に
な
る
と
い
う
生
産
量
の

浅
さ
が
毎
年
顕
著
に
表
れ
て
き

て
い
ま
す
。

震
災
復
興
や
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
て
需
要
が
増
え
る

こ
と
を
見
越
し
て
増
産
体
制
に

入
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
２
〜
３
年
を
ど
う
乗
り
切

る
か
も
重
要
な
課
題
で
す
。

新
し
い
魅
力
あ
る
品
物
を
作

っ
て
も
我
々
の
Ｐ
Ｒ
不
足
に
よ

り
陽
の
目
を
見
な
い
ま
ま
伐
採

し
た
り
荒
れ
た
圃
場
に
な
っ
た

り
、
需
要
側
と
供
給
側
が
、
か

み
合
わ
な
い
受
発
注
を
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
樹
木

や
規
格
外
の
樹
木
を
も
っ
と
外

に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い
く

事
が
植
木
協
会
員
最
大
の
責
務

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
考
え
る
昨

今
で
す
。

結
び
に
（
一
社
）
日
本
植
木

協
会
の
今
後
の
ご
発
展
と
会
員

の
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
、
ご

多
幸
を
願
い
ま
し
て
福
岡
県
支

部
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
会
員
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
２７
年
度
、
通
常
総
会
が

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
佐
賀
県
支
部
と
し
て

心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

佐
賀
県
は
、
久
留
米
、
田
主

丸
と
い
っ
た
大
生
産
地
に
隣
接

し
て
お
り
、
元
来
、
植
木
の
消

費
地
で
す
。

県
内
生
産
は
、
山
林
種
苗
、

コ
ン
テ
ナ
樹
木
を
中
心
に
生
産

し
て
い
ま
す
が
、
会
員
も
減
少

し
協
会
員
は
、
１
社
園
と
な

り
、
活
動
は
福
岡
県
支
部
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

３
年
前
に
、
県
内

の
緑
化
樹
を
取
り
ま

と
め
て
い
た
㈶
佐
賀

県
緑
化
流
通
セ
ン
タ

ー
が
閉
鎖
さ
れ
、
現

在
、
佐
賀
県
造
園
組

合
、
佐
賀
県
山
林
種

苗
緑
化
協
同
組
合
が

中
心
と
な
り
、
県
内

中
心
の
流
通
を
行
っ

て
い
ま
す
。
県
内
の

生
産
者
は
、
コ
ン
テ

ナ
生
産
者
２
名
、
山
林
種
苗
生

産
者
８
名
他
に
、
造
園
業
者
が

生
産
し
て
お
り
ま
す
。
公
共
需

要
は
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
の

工
事
も
終
盤
と
な
り
、
ひ
と
段

落
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
で
は
、
造
成
森
林
用
や
植
樹

祭
用
の
小
苗
木
の
需
要
は
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
と
言
え
ば
、
い
ち
早

く
、
地
域
性
樹
木
生
産
に
取
り

組
ん
だ
事
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
１
２
８
種
あ
っ
た
樹
種
を

需
要
の
多
い
６０
種
に
絞
り
込

み
、
「
さ
が
の
樹
」
認
定
制
度

を
確
立
し
て
い
ま
す
。
佐
賀
県

の
委
託
事
業
と
し
て
、
指
定
母

樹
か
ら
採
種
し
、
生
産
履
歴
、

在
庫
、
出
荷
数
を
一
元
化
、
パ

ソ
コ
ン
管
理
を
行
い
、
証
明
書

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
公
共
工

事
に
使
用
す
る
樹
木
は
、
「
さ

が
の
樹
」
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
、
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
が
、
少
な
い
生
産

者
で
は
、
大
苗
木
ま
で
の
対
応

は
難
し
く
、
種
子
配
布
に
よ
る

他
県
へ
の
生
産
委
託
を
考
え
て

い
く
時
期
に
来
て
い
る
様
で

す
。ま

た
、
昨
年
は
、
佐
賀
工
業

出
身
の
五
郎
丸

歩
君
が
ブ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

熱
気
球
の
世
界
大
会
や
、
有
田

焼
創
業
４
０
０
年
祭
等
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
是
非
、

佐
賀
県
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

て
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

歓 迎
（
一
社
）日
本
植
木
協
会

平
成
二
十
八
年
度

通
常
総
会

佐
賀
県
支
部
の
現
状

佐
賀
県
支
部
長

山

口

英

樹

（
富
士
緑
化
園
㈲
）

歓
迎
の
挨
拶

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長

二

村

沢

行

（
大
分
植
木
㈱
・
大
分
県
）

今春移植される小川内の杉（高さ４０ｍ、総重量
６５０ｔ）現在工事中

福
岡
県
支
部
の
現
状

福
岡
県
支
部
長

山

田

満

治

（
㈲
山
田
園
芸
場
）

黒松の輸出
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オリーブオリーブ カンツバキ赤花と白花カンツバキ赤花と白花

コンテナ農場（100万本生産） 主な生産物
クロマツ　コニファー類　ヤシ類
カシ類　クスノキ　タブノキ
モチノキ　ウバメガシ　オリーブ
カクレミノ　クロガネモチ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
２８
年
度

通
常
総
会
が
九
州
・
福
岡
で
開

催
さ
れ
ま
す
事
を
同
ブ
ロ
ッ
ク

熊
本
県
支
部
と
し
ま
し
て
心
よ

り
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。
熊
本

県
支
部
は
現
在
２１
名
で
、
生
産

区
域
と
し
て
は
、
標
高
の
高
い

阿
蘇
地
区
で
は
、
ケ
ヤ
キ
・
サ

ク
ラ
類
な
ど
落
葉
高
木
、
県
平

た
ん
地
で
は
、
カ
シ
を
中
心
と

し
た
常
緑
高
木
・
ポ
ッ
ト
樹

木
、
そ
の
中
間
の
菊
池
地
区
で

は
常
緑
・
落
葉
高
木
か
ら
低
木

ま
で
の
生
産
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

そ
の
阿
蘇
地
区
で
は
、
昨
年

９
月
の
阿
蘇
中
岳
の
噴
火
で
大

量
の
火
山
灰
が
畑
地
に
降
り
続

け
ま
し
た
。
土
壌
の
酸
性
化
を

改
良
す
る
為
の
石
灰
散
布
や
、

枝
に
付
着
し
た
灰
の
除
去
作
業

も
大
変
な
労
力
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
く

じ
け
ず
全
国
に
樹
木
を
供
給
す

る
為
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
熊
本
で
は
、
造
園
連
絡

協
議
会
と
い
う
組
織
を
作
り
発

足
か
ら
１０
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
日
本
植
木
協
会
熊

本
県
支
部
を
含
む
９
つ
の
緑
化

団
体
・
３
０
０
社
程
か
ら
構
成

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国

で
い
う
、
造
園
・
環
境
緑
化
産

業
振
興
会
（
６
団
体
）
九
州
で

言
い
ま
す
と
、
九
州
緑
化

協
議
会
（
４
団
体
）
の
熊

本
県
版
で
す
。
毎
年
１
月

に
は
「
新
春
造
園
人
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
、
昼
は

著
名
な
先
生
を
招
き
講
演

会
、
夜
は
９
団
体
に
よ
る

情
報
交
換
会
で
懇
親
を
深

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨

年
１１
月
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
総

会
の
講
演
会
に
は
、
こ
の
９
団

体
の
長
で
あ
ら
れ
ま
す
（
一

財
）
公
園
財
団
理
事
長
（
元
東

京
農
業
大
学
副
学
長
）
の
蓑
茂

壽
太
郎
先
生
を
お
招
き
し
、
た

い
へ
ん
貴
重
な
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

最
後
に
阿
蘇
の
噴
火
に
も
め

げ
ず
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
協
会

員
お
よ
び
熊
本
県
支
部
と
も
ど

も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
し

て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

新
春
に
あ
た
り
会
員
の
皆
様

及
び
関
係
各
位
の
方
々
に
於
か

れ
ま
し
て
は
お
健
や
か
に
夢
輝

く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

さ
て
大
分
県
支
部
に
於
き
ま

し
て
は
会
員
５
名
と
少
な
い
中

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
早
々

で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
会
員
の

紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

先
ず
、
大
分
植
木
㈱
（
二
村

沢
行
氏
）
は
、
大
分
市
内
に
あ

り
造
園
工
事
の
材
料
一
式
を
取

り
扱
い
、
大
分
を
代
表
す
る
卸

業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
緑
の
効
用
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

㈱
グ
リ
ー
ン
エ
ル
ム
（
西
野

浩
行
氏
）
に
於
き
ま
し
て
は
、

別
府
市
よ
り
北
に
３０
分
ほ
ど
行

っ
た
日
出
町
で
コ
ン
テ
ナ
苗
木

の
生
産
や
卸
業
を
基
盤
に
自
然

植
生
再
生
事
業
を
全
国
各
地
で

活
発
に
展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。㈲

酒
見
緑
化
園
（
酒
見
博
文

氏
）
は
、
大
分
の
自
然
を
代
表

す
る
久
住
山
系
の
麓
で
落
葉
樹

木
を
始
め
高
山
系
植
物
の
生
産

と
造
園
緑
化
工
事
を
手
掛
け
幅

広
く
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
２８
年
度
よ
り
大
分
県

支
部
長
を
務
め
ま
す
。

㈲
フ
ク
ダ
イ
大
分
緑
化
（
古

賀
正
一
氏
）
は
、
同
じ
く
久
住

山
の
麓
で
桜
や
モ
ミ
ジ
類
に
雑

木
類
や
高
山
系
樹
木
の
生
産
を

多
品
種
大
規
模
に
生
産
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

当
社
㈲
キ
ヨ
タ
キ
ナ
ー
セ
リ

ー
は
、
大
分
県
西
部
の
日
田
市

に
位
置
し
て
お
り
、
コ
ン
テ
ナ

苗
木
と
露
地
の
山
行
用
苗
木
生

産
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

以
上
５
名
の
会
員
は
大
分
県

内
に
点
在
し
て
お
り
其
々
に
特

徴
あ
る
経
営
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
愛
顧
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
分
県
支
部
と
し
て
特
に
決

ま
っ
た
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
協
会
員
以
外
の
豊
緑
会
員

と
伴
に
年
２
回
程
度
の
意
見
交

換
会
な
ど
行
っ
て
お
り
ま
す
。

大
分
県
は
一
村
一
品
の
発
祥

の
地
で
、
別
府
・
湯
布
院
温
泉

に
長
湯
温
泉
な
ど
お
湯
の
種
類

も
多
く
心
の
休
ま
る
と
こ
ろ
で

す
。
海
山
の
幸
も
多
く
、
お
近

く
に
お
越
し
の
際
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
員
が
案
内
す
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
ゆ
っ
く
り

と
お
越
し
く
だ
さ
い
。
植
木
と

い
う
植
物
を
通
し
て
人
に
地
球

に
や
さ
し
い
文
化
を
伴
に
考

え
、
育
ん
で
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多

き
年
と
成
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
つ

つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
青
い
空
眩
し
い
ぐ
ら

い
の
太
陽
の
光
そ
そ
ぎ
温
暖
化

で
緑
豊
か
な
県
で
す
。
恵
ま
れ

た
こ
の
環
境
が
樹
木
の
生
産
育

成
に
適
し
、
こ
れ
ま
で
も
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
緑

の
供
給
源
と
し
て
都
市
緑
化
等

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
宮
崎
は

全
国
的
な
緑
化
推
進
運
動
の
高

ま
り
を
背
景
に
さ
ら
な
る
緑
の

供
給
基
地
を
め
ざ
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
常
緑
広
葉

樹
、
落
葉
広
葉
樹
等
生
産
実
績

及
び
公
共
工
事
は
こ
こ
５
年
間

に
お
い
て
も
年
々
減
っ
て
き
て

い
る
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
復

興
事
業
の
継
続
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
緑
化
業

界
に
と
っ
て
は
需
要
拡
大
に
向

け
た
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る

と
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
な
か
な
か
宮
崎
ま

で
は
回
っ
て
こ
な
い
の
が
現
状

で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
か
宮
崎

で
も
そ
れ
ら
の
事
業
が
回
っ
て

く
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
努

力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
公
共
緑
化
樹
木
の
生
産

の
技
術
の
向
上
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

例
え
ば
宮
崎
で
は
伐
採
面
積

が
増
加
す
る
中
伐
採
跡
地
に
再

造
林
を
行
う
た
め
に
は
、
ス
ギ

苗
木
の
安
定
確
保
及
び
低
コ
ス

ト
造
林
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
Ｍ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ナ

（
多
段
階
調
節
型
筒
状
容
器
）

苗
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
ス

タ
ー
コ
ン
テ
ナ
は
宮
崎
県
林
業

技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
育

苗
方
法
で
波
形
シ
ー
ト
を
筒
状

に
丸
め
て
培
地
（
ヤ
シ
殻
ピ
ー

ト
、
ひ
む
か
バ
ー
ク
、
ハ
イ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
肥
料
）
を
充
填
し

た
も
の
で
、
そ
の
中
で
苗
を
育

て
ま
す
。

Ｍ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ナ
で
苗
を

育
て
る
こ
と
で
従
来
の
ポ
ッ
ト

苗
よ
り
小
型
軽
量
化
さ
れ
植
栽

の
運
搬
、
植
付
、
手
間
を
軽
減

し
、
容
器
側
面
の
縦
筋
や
底
部

の
開
放
に
よ
り
根
の
ル
ー
ピ
ン

グ
が
防
止
で
き
る
等
、
苗
木
生

産
量
は
平
成
１７
年
度
か
ら
平
成

２６
年
度
に
は
約
２
倍
の
増
産
を

達
成
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
で
は
、
今
後
も
、
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
は
か
り
、
安
全
で
快
適

な
生
活
環
境
か
つ
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
り
、
さ
ら
に
は
地
域

温
暖
化
防
止
に
も
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

日
本
植
木
協
会
の
皆
様
、
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
は
、
皆
さ
ま
ご
存

知
の
通
り
日
本
有
数
の
常
緑
高

木
の
産
地
と
し
て
、
消
費
地
よ

り
離
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
皆

で
こ
の
き
び
し
い
時
期
を
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
扱
う
商
品
は
、
単

に
高
木
と
言
っ
て
も
常
緑
で
あ

る
為
、
毎
年
、
作
業
車
を
使
っ

て
、
剪
定
、
消
毒
、
そ
し
て
根

回
し
の
管
理
作
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
お
そ
ら
く
他
の
産
地

で
は
想
像
出
来
な
い
重
労
働
で

す
。
し
か
し
そ
の
管
理
費
が
価

格
に
反
映
さ
れ
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
一
部
の
常
緑
樹
種
で

は
、
同
一
規
格
で
の
落
葉
樹
と

の
差
額
が
運
送
費
を
別
途
と
し

て
３０
％
安
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
産
地
の
声
と
し
て
、
協

会
で
も
何
ら
か
の
対
策
を
行
っ

て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。話

題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
日

本
各
地
に
植
栽
さ
れ
た
樹
木

が
、数
十
年
を
経
て
、役
所
・
民

間
を
含
め
大
木
化
し
て
邪
魔
者

扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

最
近
は
常
緑
樹
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
に
つ
い
て
、ク
ス
・
タ
ブ
・
シ

マ
ト
ネ
リ
コ
・
カ
シ
類
以
外
で
、

何
か
別
に
無
い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
お
客
様
か
ら
の
声
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
状
か
ら
、
あ
ま
り
大
き
く
な

ら
な
い
日
本
の
樹
木
で
、か
つ

建
設
物
価
・
経
済
調
査
会
の
物

価
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
樹

木
生
産
の
必
要
性
が
あ
る
、
と

産
地
で
も
捉
え
は
じ
め
て
い
ま

す
。
年
数
的
に
は
時
間
は
か
か

る
で
し
ょ
う
が
、
植
栽
樹
木
に

対
す
る
考
え
方
の
革
命
期
で
あ

る
今
、
鹿
児
島
が
発
展
す
る
一

つ
の
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
協
会
と
し
て
、
会

員
の
減
少
、
特
に
青
年
部
会
員

減
少
の
問
題
に
つ
い
て
、
早
く

対
応
策
を
考
え
る
時
期
だ
と
思

い
ま
す
。

全
国
会
員
の
皆
様
、
今
後
も

「
常
緑
の
産
地
・
鹿
児
島
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮
崎
県
の
緑
化
の
現
状

と
こ
れ
か
ら

熊
本
県
支
部
の
現
状

熊
本
県
支
部
長

宮
崎
県
支
部
長

大

森

信

哉

甲

斐

郁

（
㈲
大
森
樹
芸
園
）

（
日
本
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
㈱
）

阿蘇中岳噴火

樹木に降り積もった火山灰

大
分
県
支
部
会
員
紹
介

鹿
児
島
県
支
部
の
現
状

大
分
県
支
部
長

鹿
児
島
支
部
長

清

瀧

毅

湯
之
上

睦

（
㈲
キ
ヨ
タ
キ
ナ
ー
セ
リ
ー
）

（
㈲
湯
之
上
園
芸
）

シマトネリコ
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香り…雑感。

臨
時
総
会
・
研
修
会
を
開
催

―
８
月
２６
日

宮
城
・
仙
台
市
に
て
―

講
演
「
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
と

東
北
国
営
公
園
事
務
所
に
つ
い
て
」

平
成
２７
年
8
月
２６
日
１６
時
よ

り
１７
時
１５
分
ま
で
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ

Ｌ
シ
テ
ィ
ー
仙
台
に
於
い
て
、

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
臨
時

総
会
記
念
講
演
が
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局

東
北
国
営

公
園
事
務
所
長

脇
坂
隆
一
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
本
部
よ
り
宍
倉

副
会
長
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
会
員
２１
名
、
関
係
者
4

名
、
事
務
局
の
２７
名
が
参
加
し

た
記
念
講
演
で
あ
っ
た
。

講
師
の
脇
坂
隆
一
氏
は
国
土

交
通
省
に
入
省
し
、
本
省
で
多

く
の
公
園
関
係
制
度
の
企
画
立

案
に
携
わ
っ
た
ほ
か
、
国
営
常

陸
海
浜
公
園
事
務
所
、
青
森
市

役
所
、
東
北
地
方
整
備
局
に
勤

務
し
、
現
在
は
東
北
国
営
公
園

事
務
所
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
。

講
演
は「
東
北
国
営
公
園
事

務
所
と
国
営
追
悼
・
祈
念
施
設

に
つ
い
て
」の
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
。

ま
ず
、
最
初
に
国
営
公
園
の

現
状
と
し
て
公
園
完
成
後
の
公

園
事
務
所
の
統
合
、
道
路
関
係

事
務
所
へ
の
編
入
な
ど
の
現
状

報
告
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

東
北
国
営
公
園
事
務
所
は
宮

城
県
柴
田
郡
川
崎
町
の
国
営
み

ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
（
広
さ

６
４
７
・
４
ha
）
内
に
あ
り
、

東
北
の
公
園
事
業
の
中
心
事
務

所
と
し
て
み
ち
の
く
公
園
の
管

理
の
他
、
国
営
追
悼
・
祈
念
施

設
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
宮

城
県
石
巻
市
）
の
計
画
・
設
計

を
行
っ
て
い
る
。

国
営
追
悼
・
祈
念
施
設
（
仮

称
）
の
設
置
目
的
と
し
て
①
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
へ

の
追
悼
と
鎮
魂
、
②
震
災
の
記

憶
と
教
訓
の
後
世
へ
の
伝
承
、

③
国
内
外
に
向
け
た
復
興
に
対

す
る
強
い
意
志
の
発
信
が
報
告

さ
れ
、
国
の
強
い
取
組
姿
勢
と

意
思
を
感
じ
た
。

は
じ
め
に
3
つ
の
復
興
祈
念

公
園
の
う
ち
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
計
画
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、
有
名
に
な
っ
た
奇
跡
の
一

本
松
を
祈
念
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
岩
手
県
が
国
に
国
営
公
園
化

の
要
望
書
を
提
出
し
、
国
が
被

災
地
3
県
の
祈
念
施
設
を
計
画

す
る
元
と
な
っ
た
事
、
県
の
公

園
に
国
の
施
設
を
造
る
難
し

さ
、
国
・
県
・
市
・
N
P
O
・

地
元
住
民
等
の
取
り
ま
と
め

等
、
一
つ
一
つ
目
的
に
合
わ
せ

て
解
決
し
て
い
る
状
況
の
報
告

が
あ
っ
た
。

高
田
松
原
の
基
本
理
念
は

「
奇
跡
の
一
本
松
が
残
っ
た
こ

の
場
所
で

犠
牲
者
へ
の
追
悼

と
鎮
魂
の
思
い
と
と
も
に

震

災
の
教
訓
と
そ
こ
か
ら
の
復
興

の
姿
を

高
田
松
原
の
再
生
と

重
ね
合
わ
せ
未
来
に
伝
え

て
い
く
」
を
紹
介
し
、
ま

た
公
園
の
利
用
目
的
が
報

告
さ
れ
た
。

今
回
の
公
園
計
画
で
は

古
川
沼
の
自
然
再
生
、
防

潮
堤
背
面
盛
土
へ
の
植

栽
、
強
風
に
対
応
し
た
植

栽
、
各
区
域
に
求
め
ら
れ

た
機
能
と
植
栽
等
が
報
告

さ
れ
た
。

次
に
宮
城
県
石
巻
市
南
浜
地

区
復
興
祈
念
公
園
に
つ
い
て
講

演
し
、
数
多
く
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
や
学
識
者
懇
談
会
を
か
さ

ね
た
報
告
が
あ
っ
た
。

公
園
計
画
は
約
４０
ha
の
地
方

公
共
団
体
所
有
の
土
地
に
国
が

丘
や
施
設
を
約
１０
ha
程
度
整
備

す
る
計
画
で
あ
る
。

平
成
２７
年
よ
り
実
施
計
画
に

入
り
平
成
３２
年
に
は
開
園
し
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
者
や
世
界
の
人
々
が
見
学

で
き
る
施
設
と
な
る
予
定
で
あ

る
。公

園
植
栽
計
画
は
、
ク
ロ
マ

ツ
の
海
岸
林
、
ク
ロ
マ
ツ
常
緑

低
木
林
植
栽
、
湿
性
林
・
湿
性

草
地
、
芝
生
地
、
ク
ロ
マ
ツ
疎

林
等
の
植
栽
計
画
が
講
演
さ

れ
、
植
木
の
安
定
供
給
が
危
惧

さ
れ
る
た
め
、
日
本
植
木
協
会

の
協
力
を
希
望
さ
れ
る
言
葉
が

あ
っ
た
。

参
加
者
は
よ
り
良
い
植
物
を

安
定
的
に
供
給
す
る
体
制
を
整

え
る
事
を
確
認
し
な
が
ら
講
演

を
聞
き
入
っ
て
い
た
。

最
後
に
福
島
県
の
復
興
祈
念

公
園
は
原
発
被
害
の
影
響
が
激

し
い
双
葉
町
と
浪
江
町
で
あ

り
、
計
画
は
こ
れ
か
ら
と
の
報

告
で
あ
っ
た
。

予
定
の
時
間
も
過
ぎ
た
た
め

質
疑
応
答
の
時
間
が
無
い
ま
ま

終
了
し
、
田
中
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

謝
辞
の
後
閉
会
し
た
が
、
会
場

を
移
し
て
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
多
く
の
会
員
が
質
問
し
脇

坂
所
長
が
答
え
る
有
意
義
な
講

演
会
と
な
っ
た
。

最
後
に
脇
坂
所
長
へ
参
加
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
元

気
な
姿
と
こ
れ
か
ら
の
明
る
い

未
来
が
見
え
た
記
念
講
演
で
あ

っ
た
。

東日本大震災から４年半が経過
した。岩手、宮城、福島３県の被
災地では、震災当初の遺体捜索、
避難所の開設やがれきの処理から
はじまり、仮設住宅の建設、防潮
堤の高さの決定、復興計画の策
定、防災集団移転や土地区画整理
事業などの工事など段階的に進
み、復興が着実に進展している。
一方でこの東日本大震災は、死
者、行方不明者計で２万人もの
方々が犠牲になり、関東大震災以
降では我が国最大の被害をもたら
した自然災害であったことから、
この膨大な犠牲者の追悼と鎮魂、
また甚大な被害を後世に伝承して
いくことは被災当初からの大きな
課題であった。
このような状況の中、奇跡の一
本松で有名になった岩手県陸前高田市の高田松原地区、また宮城県石巻市
の日和山の麓の住宅地で、４００名の方々が犠牲になった南浜地区に復興祈
念公園を整備すべく、復興庁からの委任を受け、東北地方整備局がそれぞ
れの地区の復興祈念公園の基本構想、基本計画を策定することとなり、平
成２５年度から有識者委員会を立ち上げ検討を進めてきた。
平成２６年１０月には、「東日本大震災からの復興の象徴となる国営追悼・
祈念施設（仮称）の設置について」の閣議決定がなされ、東日本大震災に
よる犠牲者への追悼と鎮魂や、震災の記憶と教訓の後世への伝承ととも
に、国内外に向けた復興に対する強い意志の発信を目的として、陸前高田
市高田松原地区、石巻市南浜地区に国営追悼・祈念施設（仮称）が整備さ
れることとなった。国営追悼・祈念施設（仮称）は、地方公共団体が整備
する復興祈念公園（仮称）の中に、国が中核的施設として設置する丘や広
場等とされている。
平成２７年４月には、閣議決定を受ける形で国営追悼・祈念施設（仮称）が
事業化され、国営みちのく杜の湖畔公園事務所を東北国営公園事務所に再
編し、国営追悼・祈念施設（仮称）の設計、整備を担うこととなった。あ
わせて、岩手県、宮城県それぞれの公園事業についても予算措置がなされ、
国、県、市の連携・協力した震災復興祈念公園に向けた体制が整ってきた。
陸前高田市高田松原地区は防潮堤や道の駅と一体的な公園として、また石
巻市南浜地区はかつての自然や街であった歴史を活かした、復興の象徴と

しての杜づくりを目指す公園と
して、震災１０周年である平成３２
年度末を目途に整備されること
とされており、東日本大震災の
多大な犠牲者を追悼するととも
に、この教訓や復興の有り様を
後世に伝えていく場としてふさ
わしい空間として、世界に発信
していきたいと考えている。

第２回 ～柑橘類～
たる さわ ただし

足 澤 匡（小岩井農牧㈱・岩手県）
「柑橘類」の枝や葉には独特
の「香り」がありますが、果実
には爽やかな酸味と甘みが、そ
して、花が咲く時期には周辺が
甘い香りに満たされます。皆さ
んがご存知のように「柑橘類」
には、沢山の種類があり、「種
類によってそれぞれ微妙に香り
が違うんだ。」と、「柑橘類」
を扱う同業者が言っていました
が、北国生まれの私には皆目わ
かりません。
北国生まれだから、「柑橘類」
が嫌いか、というとそうではありません。それどころか、寒い日は、こたつに
入りＴＶを見ながら食べるミカンは幼いころから好きで、手の先が黄色くなる
までよく食べました。祖母にも、「ミカン食べれば、風邪ひかねよ。」と言わ
れた事を思い出します。お正月の飾りや鏡餅の上にもミカンが鎮座していまし
たが、正式には「ダイダイ（橙）：Citrus aurantium」、果実が２～３年枝に残

るために、縁起を担いで「ダイダイ（代々）」を使っていたそうです。ちなみに、
ミカンは「ウンシュウミカン（温州蜜柑）：Citrus unshiu 」の代名詞になって
いますが、広義では、「柑橘類」を指すこともある都合のいい呼び名ですよね。
また、「柑橘類」といえば、アゲハ類の幼虫の食草として知られています。
私の実家には、「カラタチ：Poncirus trifoliata 」の生垣があり、夏の間、ナミ
アゲハの乱舞が見られ、幼虫も沢山いました。ある日、部屋の中で蛹になり羽
化したこともありました。「カラタチ」は強健で寒さにも強く、ミカン属では
ないのですが、なぜか「柑橘類」の台木として使われていますよね。
また、自他共に認める（笑）紅茶好きの私が最近知ったのですが、着香茶で有名
なアールグレイは、「ベルガ
モット：Citrus × bergamia 」
（ダイダイとマンダリンオレ
ンジの交配種）の精油や香料
で着香していたのです。紅茶
の中でも特に好きなアールグ
レイですが、夏の暑い日には
アイスティーで、冬の寒い日
にはホットミルクティーでベ
ルガモットの香りと共に飲み
たいですね。風邪予防のため
にも、今夜いかがですか？

各
地
で
開
催
さ
れ
た
総
会
・
研
修
会

ベルガモットの香り
…アールグレイのホットミルクティー

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

ウンシュウミカン …TVを見ながら、こたつで...

東日本大震災における復興祈念公園及び
国営追悼・祈念施設（仮称）の整備に向けて

国土交通省 東北地方整備局
東北国営公園事務所長 脇坂 隆一 氏

陸前高田市高田松原地区
奇跡の一本松

石巻市南浜地区 がんばろう石巻看板
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通
常
総
会
を
開
催

―
１０
月
２８
日

茨
城
・
つ
く
ば
市
に
て
―

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

（
ブ
ロ
ッ
ク
長
／
相
澤
裕
氏
）

は
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
「
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲
」
に
お
い
て

１０
月
２８
日
午
後
１
時
３０
分
よ
り

出
席
者
８４
名
、
委
任
状
出
席
７３

名
の
も
と
ブ
ロ
ッ
ク
通
常
総
会

を
開
催
し
、
本
部
よ
り
植
島
副

会
長
と
専
務
理
事
が
出
席
し

た
。総

会
は
、
畠
山
副
ブ
ロ
ッ
ク

長
（
新
潟
県
）
が
開
会
宣
言
を

し
た
の
ち
、
地
元
㈲
千
代
田
緑

地

佐
久
定
規
氏
の
司
会
の
も

と
に
進
行
し
、
相
澤
ブ
ロ
ッ
ク

長
（
栃
木
県
）
の
挨
拶
、
植
島

副
会
長
の
挨
拶
、㈲
横
田
園（
茨

城
県
）
／
横
田
重
夫
氏
の
地
元

歓
迎
挨
拶
、
有
村
治
子
顧
問
の

祝
電
を
披
露
し
て
議
事
に
入
っ

た
。こ

の
後
、
議
長
・
議
事
録
署

名
人
は
司
会
者
一
任
に
よ
り
、

議
長
に
酒
井
仁
佐
衛
門
農
園
／

酒
井
寿
彦
氏
、
副
議
長
に
確
実

園
園
芸
場
／
川
原
田
邦
彦
氏
、

議
事
録
署
名
人
に
田
崎
農
場
／

田
崎

稔
氏
、
関
東
緑
水
㈱
／

海
老
澤
雄
一
氏
を
指
名
し
て
議

事
を
進
行
し
た
。

議
案
は
①
平
成
２５
年
度
事
業

報
告
を
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
が
報

告
し
、
審
議
の
結
果
賛
成
多
数

で
承
認
し
た
。
続
い
て
②
平
成

２５
年
度
決
算
報
告
・
監
査
報
告

を
行
い
、
支
出
項
目
の
支
出
金

額
理
由
説
明
と
、
雑
費
合
計
金

額
の
訂
正
を
し
て
、

審
議
の
結
果
賛
成
多

数
で
承
認
し
た
。
続

い
て
③
平
成
２７
年
度

事
業
計
画（
案
）に
関

し
て
、
文
言
の
一
部

訂
正
を
し
て
了
承
さ

れ
た
。
④
平
成
２７
年

度
事
業
予
算（
案
）に

つ
い
て
、
審
議
の
結

果
賛
成
多
数
で
承
認

し
た
。
⑤
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
、
議
案
通
り
承
認
さ
れ
、
相

澤
ブ
ロ
ッ
ク
長
以
下
提
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
専
務
理
事
か
ら
協

会
本
部
報
告
を
し
て
、
次
期
研

修
会
開
催
地
の
埼
玉
県
支
部
長

髙
橋
一
男
氏
が
挨
拶
を
し
、
閉

会
の
辞
を
清
水
副
ブ
ロ
ッ
ク
長

が
宣
言
し
て
議
事
は
す
べ
て
終

了
し
た
。
議
事
終
了
後
は
、
記

念
講
演
と
し
て
元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
防

災
利
用
シ
ス
テ
ム
室
計
画
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
松
原
彰
士
氏
に
よ
る

「
宇
宙
開
発
・
利
用

惑
星
探

査
か
ら
宇
宙
生
活
、
地
上
防
災

ま
で
」
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
お
ひ
ざ
元

な
ら
で
は
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
演

目
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
あ
と
懇
親
会
を
開
催

し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
語
り
、
活
発

な
情
報
交
換
が
飛
び
交
っ
て
い

た
。

平
成
２７
年
度
関
東
・
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
通
常
総
会
研
修
会
報
告

井
坂

友
紀

（
㈲
井
坂
農
園
・
茨
城
県
）

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の

通
常
総
会
が
１０
月
２８
日
（
水
）

茨
城
県
つ
く
ば
市
「
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
東
雲
」
で
開
催
さ
れ
、

総
会
終
了
後
１５
時
よ
り
行
わ
れ

た
記
念
講
演
に
は
ブ

ロ
ッ
ク
会
員
中
心
に

８６
名
が
参
加
し
、
盛

会
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

講
師
に
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
防
災
利
用
シ
ス
テ

ム
室
特
任
担
当
で
あ

る
松
原
彰
士
氏
を
お

招
き
し
、
「
宇
宙
開

発
・
利
用
〜
惑
星
探

査
か
ら
宇
宙
生
活
、

地
上
防
災
ま
で
〜
」

の
演
題
で
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。

松
原
氏
は
、
宇
宙
開
発
・
利

用
を
専
門
と
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
の

構
造
開
発
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
宇
宙
実
験
、
宇
宙
飛
行
士

の
支
援
、
人
工
衛
星
の
防
災
利

用
な
ど
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
宇
宙
開
発
に
お

け
る
ロ
ケ
ッ
ト
や
小
惑
星
探
査

機
、
人
工
衛
星
の
役
割
に
つ
い

て
、
ま
た
、
そ
れ
ら
か
ら
得
ら

れ
た
観
測
情
報
の
防
災
利
用
、

災
害
対
応
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
興
味
深
い
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
用
い

た
無
重
力
の
実
験
や
宇
宙
飛
行

士
の
お
話
も
あ
り
、
我
々
の
宇

宙
へ
の
関
心
と
想
像
を
大
き
く

広
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

地
球
の
環
境
や
気
候
、
ま
た

防
災
と
い
う
分
野
は
我
々
緑
化

業
界
と
も
深
く
関
わ

り
の
あ
る
も
の
と
い

う
こ
と
で
共
感
す
る

会
員
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。質

疑
で
は
「
宇
宙

空
間
で
は
植
物
は
ど

の
よ
う
に
発
芽
す
る

の
か
」
な
ど
植
物
に
つ
い
て
の

質
問
も
あ
り
予
定
時
間
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
演
レ
ジ
メ
最
終
ペ
ー
ジ

「
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
に

は
？
」
の
問
い
に
、
「
語
学
と

同
じ
く
、
今
日
で
き
る
こ
と
を

積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
明
日
は

き
っ
と
今
日
よ
り
も
よ
く
な
る

（
古
川
宇
宙
飛
行
士
）」「
ス
ポ

ー
ツ
を
し
て
、
手
を
よ
く
洗

い
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
」「
友

だ
ち
と
仲
良
く
し
、
友
だ
ち
を

助
け
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。

通
常
総
会
を
開
催

―
１２
月
１０
日
名
古
屋
市
に
て
―

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
平
成
２７
年
１２

月
１０
日
（
木
）
名

古
屋
市
の
ウ
イ
ン

ク
あ
い
ち
に
お
い

て
、
午
後
３
時
３０

分
よ
り
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
総
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
３９
名
、
本
部
か

ら
阪
上
副
会
長
と
事
務
局
職
員

が
出
席
し
た
。

総
会
は
、
村
松
晴
彦
副
ブ
ロ

ッ
ク
長
（
静
岡
県
）
が
開
催
の

宣
言
を
し
、
加
藤
三
久
ブ
ロ
ッ

ク
長
（
三
重
県
）
の
挨
拶
に
続

い
て
、
阪
上
副
会
長
の
祝
辞
挨

拶
を
賜
っ
た
。
司
会
者
が
議
長

に
若
松
園
／
高
村
八
郎
氏
を
指

名
し
、
議
長
は
ま
ず
定
足
数
の

確
認
を
行
い
出
席
者
３９
名
、
委

任
状
３０
名
で
過
半
数
の
定
足
数

を
確
認
し
た
。
続
い
て
、
議
事

録
作
成
者
に
赤
塚
花
木
園
／
赤

塚
正
基
氏
、
議
事
録
署
名
人
に

㈱
正
樹
園
／
田
中
晃
正
氏
を
指

名
し
議
事
に
入
っ
た
。

◇
議
事
内
容
◇

第
１
号
議
案

平
成
２７
年
度
決

算
報
告
及
び
監
査
報
告

平
成
２７
年
度
決
算
報
告
を
加

藤
三
久
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
な
さ

れ
、
続
い
て
監
査
報
告
が
㈲
伸

松
園
／
小
畑
勝
裕
監
事
よ
り
な

さ
れ
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

第
２
号
議
案

役
員
改
選

次
期
役
員
に
つ
い
て
加
藤
三

久
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
平
成
２８
年

度
役
員
（
案
）
が
提
示
さ
れ
、

審
議
の
結
果
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
、
丸
久
植
物

園
㈲
／
加
藤
三
久
氏
、
副
ブ
ロ

ッ
ク
長
に
㈱
三
栄
植
木
園
／
三

治
勝
裕
氏
、
同
じ
く
㈲
浜
名
園

／
村
松
晴
彦
氏
が
選
ば
れ
た
。

◇
報
告
事
項
◇

⑴

平
成
２７
年
度
の
事
業
報
告

を
加
藤
三
久
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ

り
報
告
が
な
さ
れ
た
。

⑵

平
成
２８
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
報
告
を
加
藤
三

久
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
た
。

⑶

退
会
者
に
つ
い
て
加
藤
三

久
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
た
。

⑷

理
事
会
・
部
会
・
委
員
会

報
告
が
な
さ
れ
た
。

大
崎
和
生
理
事
よ
り
理
事
会

の
報
告
、
橋
本
幸
夫
氏
よ
り
供

給
可
能
量
調
査
委
員
会
の
報

告
、
黒
田
晴
彦
氏
よ
り
樹
木
調

査
委
員
会
の
報
告
、
小
畑
勝
裕

氏
よ
り
庭
園
樹
部
会
の
報
告
、

清
水
洋
樹
氏
よ
り
日
本
列
島
植

物
園
の
報
告
、
辻
和
善
氏
よ
り

青
年
部
会
の
報
告
、
前
野
眞
澄

氏
よ
り
新
樹
種
部
会
の
報
告
、

竹
中
昭
雄
氏
よ
り
コ
ン
テ
ナ
部

会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

村
松
晴
彦
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
閉

会
の
辞
で
無
事
総
会
を
終
了
し

た
。

◇
懇
談
会
◇

総
会
の
あ
と
懇
談
会
を
開
催

し
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
活

発
な
情
報
交
換
が
飛
び
交
っ
て

い
た
。

接
ぎ
木
と
い
う
言
葉
は
皆
様

ご
存
知
の
事
と
思
い
ま
す
。
木

本
に
限
ら
ず
同
じ
植
物
を
作
る

技
術
で
す
。
こ
の
技
術
は
果
樹

栽
培
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
果
物
を

生
産
さ
れ
る
方
々
の
剪
定
・
摘

果
作
業
の
省
力
化
を
目
的
に
圃

場
の
果
樹
を
接
い
で
い
く
管
理

方
法
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
一
般
的
に
売

ら
れ
て
い
る
形
状
の
苗
木
で
は

な
く
大
き
な
苗

を
探
し
て
い
る

と
い
う
お
話
を

頂
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
話
を
聞

い
た
私
は
、
ま

あ
大
き
く
育
て

れ
ば
い
い
だ
け

だ
ろ
う
、
嫌
地

の
問
題
等
で
作

り
に
く
い
の
だ

ろ
う
、
と
た
か

を
く
く
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、

よ
く
よ
く
話
を
聞
く
と
そ
う
簡

単
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。た

と
え
ば
、
サ
イ
ズ
に
つ
い

て
、
高
さ
は
２
ｍ
を
超
え
て
い

て
当
年
枝
の
柔
ら
か
さ
を
活
か

し
て
枝
（
幹
）
を
曲
げ
て
い
く

た
め
に
1.2
ｍ
は
当
年
枝
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
ま
た
主
幹
よ

り
も
長
さ
・
伸
び
を
重
視
す

る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

同
じ
樹
木
を
商
品
と
し
て
扱

う
立
場
か
ら
見
て
、
必
要
と
さ

れ
る
要
件
に
か
な
り
の
違
い
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

冒
頭
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

私
は
接
ぎ
木
と
い
う
も
の
は
あ

る
種
類
の
植
物
を
増
や
す
方
法

と
し
か
と
ら
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
業
界
の
歴
史
は
古

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
埋
も
れ
て
し

ま
っ
た
技
術
、
手
法
は
た
く
さ

ん
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
ま
で
に
あ
る
手
法
で
も
使

い
方
を
変
え
れ
ば
、
見
方
を
変

え
れ
ば
、
要
件
を
変
え
れ
ば
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

相澤ブロック長あいさつ

加藤ブロック長あいさつ

「
温
故
知
新
」中

部
ブ
ロ
ッ
ク

長
谷
川

太
久

（
㈲
長
谷
川
農
園
・
三
重
県
）

研修会会場

従来の果樹園（梨）

新しい手法の果樹園（梨）

松原彰士 講師

部
会
だ
よ
り
・
青
年
部
会
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平
成
２７
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
を
終
え
て

―
８
月
３１
日
名
古
屋
市
に
て
―

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

加
藤

三
久

（
丸
久
植
物
園
㈲
・
三
重
県
）

今
年
度
の
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本

野
鳥
の
会
会
長
柳
生
博
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
の
講
演
会

を
、
８
月
３１
日
（
月
）
に
名
古

屋
の
「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」
で

行
い
ま
し
た
。

日
本
野
鳥
の
会
は
全
国
に
数

万
人
の
会
員
を
持
つ
日
本
最
大

の
自
然
保
護
団
体
で
、
会
の
知

名
度
は
大
変
高
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
演
題
は
「
植
木
業
界
と

日
本
野
鳥
の
会
が
協
同
で
提
案

で
き
る
事
」。

こ
の
研
修
会
に
は
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
の
協
会
員
の
ほ
か
、
家
族

や
ス
タ
ッ
フ
等
、
約
１
０
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演

会
は
午
後
３
時
か
ら
、
村
瀬
副

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
司
会
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
長
の
挨
拶
、
協
会
本
部
か

ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
坂
上
副

会
長
の
挨
拶
の
後
、
森
田
ブ
ロ

ッ
ク
幹
事
が
講
師
の
紹
介
を
行

い
、
い
よ
い
よ
講
師
の
柳
生
博

氏
の
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
日
本
野
鳥
の
会
会
長
の
柳

生
博
で
す
。
こ
の
中
で
野
鳥
の

会
に
入
っ
て
い
る
人
？
」
ほ
と

ん
ど
い
ま
せ
ん
。
「
野
鳥
の
会

に
入
っ
て
よ
！
」
こ
こ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
大
変
柔
ら
か
く

ユ
ー
モ
ア
が
有

り
、
そ
れ
で
い
て

堂
々
と
お
話
を
さ

れ
る
た
め
か
、
会

場
内
は
講
師
の
声

と
時
折
出
る
参
加

者
の
笑
い
声
だ

け
。
皆
さ
ん
講
師

の
話
に
す
っ
か
り

夢
中
で
し
た
。
お

話
は
ご
自
身
の
子

供
の
頃
の
体
験
や

俳
優
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た

時
代
の
こ
と
、
八
ヶ
岳
倶
楽
部

の
森
の
事
、
野
良
仕
事
の
事
、

今
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
ご

長
男
と
の
森
づ
く
り
の
お
話

等
。
「
言
い
た
い
事
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
ん
だ
よ
！
」
と
、
に
こ

や
か
に
言
わ
れ
ま
す
。
約
１
時

間
半
の
と
て
も
楽
し
い
講
演
会

で
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は

「
確
か
な
未
来
は
懐
か
し
い
風

景
に
あ
る
」。

乾
杯
の
際
の
決
ま
り
文
句
だ

そ
う
で
す
が
ち
ょ
っ
と
お
洒
落

な
感
じ
が
良
い
。
け
れ
ど
深
い

な
〜
っ
て
。
緑
化
の
多
様
化
が

進
む
に
つ
れ
、
短
い
ス
パ
ン
で

流
行
り
廃
り
を
繰
り
返
し
て
い

る
今
、
先
が
見
え
な
い
状
態
に

な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ
ん
な
中
、こ
の
言
葉
は
、

ふ
と
立
ち
止
ま
り
、
私
達
の
業

界
が
こ
れ
か
ら
進
む
方
向
を
少

し
だ
け
で
も
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
る
の
で
は
、
と
思
い
ま

し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
場
所
を
移

し
て
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。
懇
親
会

は
協
会
員
限
定
と
し
ま
し
た
が

参
加
者
は
講
師
の
柳
生
博
氏
を

含
め
４３
名
と
多
く
、
特
に
若
い

会
員
の
参
加
が
目
立
ち
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
こ
の

懇
親
会
で
は
多
く
の
会
員
が
直

接
講
師
と
ふ
れ
あ
い
、
思
い
出

に
残
る
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
は
自
然
保
護

団
体
か
ら
の
ご
意
見
を
聞
く
こ

と
が
目
的
の
一
つ
。
日
本
野
鳥

の
会
会
長
と
し
て
、
ま
た
、
日

本
の
雑
木
林
を
愛
す
る
人
、
と

し
て
の
お
話
。
野
鳥
を
含
め
た

生
き
物
に
と
っ
て

「
樹
」
が
い
か
に

大
切
な
物
で
あ
る

か
、
あ
ら
た
め
て

考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
野
鳥
の
会

と
は
「
環
境
の
保

全
」
と
言
う
共
通

の
目
的
が
あ
り
、

今
回
の
研
修
会
を

機
に
今
後
繋
が
り

を
持
て
た
な
ら
素

晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
こ
の
研
修
会
を
行
う

に
当
た
っ
て
色
々
お
骨
折
り
頂

い
た
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
の
皆
様
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
お

忙
し
い
中
、
協
会
本
部
よ
り
坂

上
副
会
長
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
も
多
く
の
方
が
参
加
し

て
頂
け
る
研
修
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

通
常
総
会
を
開
催

―
１１
月
１７
日
京
都
に
て
―

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ
ク

長
／
駒
井
正
治
氏
）
は
、
京
都

府
京
都
市
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ

ア
京
都
」
に
お
い
て
１１
月
１７
日

午
後
２
時
よ
り
出
席
者
２１
名
、

委
任
状
出
席
者
１２
名
参
加
の
も

と
２８
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
通
常
総
会

を
開
催
し
、
本
部
よ
り
阪
上
副

会
長
と
専
務
理
事
が
出
席
し

た
。総

会
は
、
若
生
武
氏
／
㈱
若

生
商
店
が
開
会
宣
言
を
し
た
の

ち
、
同
氏
司
会
の
も
と
に
進
行

し
、
駒
井
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨

拶
、
阪
上
副
会
長

の
挨
拶
と
続
き
議

事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
議

長
に
駒
井
正
治
氏

／
駒
井
万
葉
園
、

議
事
録
作
成
人
に

木
村
靖
氏
／
木
村

農
園
、
議
事
録
署

名
人
に
西
田
三
徳

氏
／
西
田
庭
園
資

材
、
勝
山
和
彦
氏

／
㈲
勝
山
園
を
指

名
し
て
議
事
を
進
行
し
た
。

議
案
は
第
１
号
議
案
の
「
平

成
２７
年
度
事
業
報
告
」
を
阪
中

晃
氏
／
阪
中
緑
化
樹
生
産
セ
ン

タ
ー
が
報
告
し
、
審
議
の
結
果

こ
れ
を
承
認
し
た
。
第
２
号
議

案
の
「
平
成
２７
年
度
決
算
報

告
」
を
溝
口
勝
夫
氏
／
㈱
幽
芳

園
が
報
告
し
、
監
査
報
告
を
中

島
宏
明
氏
／
中
島
農
園
㈱
が
報

告
し
、
審
議
の
結
果
賛
成
多
数

で
承
認
し
た
。
続
い
て
第
３
号

議
案
の
「
役
員
改
選
」
を
議
長

が
提
議
し
、
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
に

辰
巳
広
之
氏
／
㈱
辰
巳
植
広
園

初
め
と
す
る
新
役
員
案
を
報
告

し
て
賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ

た
。第

４
号
議
案
の
「
平
成
２８
年

度
事
業
計
画
案
」
に
つ
い
て
辰

巳
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
報
告
し
、

続
い
て
第
５
号
議
案
の
「
平
成

２８
年
度
収
支
予
算
案
」
を
溝
口

勝
夫
氏
が
報
告
し
審
議
の
結
果

夫
々
こ
れ
を
承
認
し
た
。

こ
の
後
、
本
部
か
ら
本
部
報

告
に
続
き
委
員
会
報
告
と
部
会

報
告
を
し
た
の
ち
、
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
青
年
部
会
へ
の
助
成
金
を

授
与
し
通
常
総
会
を
閉
会
し

た
。
総
会
閉
会
後
、
甲
南
大
学

理
工
学
部
教
授
田
中
修
氏
に
よ

る
「
人
間
の
健
康
を
守
る
�
植

物
の
力
�」の
演
目
に
よ
り
、「
植

物
の
命
」
は
取
る
に
足
ら
な
い

小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
、
私
た

ち
と
同
じ
生
き
物
で
あ
り
、
同

じ
仕
組
み
や
同
じ
悩
み
を
持
っ

て
、
悩
み
を
解
決
す
る
為
に

日
々
頑
張
っ
て
い
る
と
説
明

し
、
同
じ
悩
み
と
し
て
太
陽
は

優
し
く
な
く
、
こ
の
た
め
に
発

生
す
る
活
性
酸
素
や
抗
酸
化
物

質
等
に
触
れ
て
健
康
に
い
か
に

植
物
が
役
立
っ
て
い
る
か
を
説

い
た
９０
分
で
あ
っ
た
。
こ
の

後
、
隣
接
す
る
会
場
で
、
懇
親

会
を
開
催
し
互
い
の
情
報
交
換

を
交
し
た
１
２
０
分
で
有
っ

た
。

平
成
２７
年
度
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
は
、
協
会
主
催
中
央
研

修
会
翌
日
の
７
月
２３
日
（
木
）

に
開
催
し
ま
し
た
。
阪
上
副
会

長
、
駒
井
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
長
を

は
じ
め
と
す
る
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

会
員
に
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り

牛
嶋
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
有

志
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
総
勢
２４
名
に
て
、
前
日
の
合

同
懇
親
会
と
そ
の
翌
日
の
皇
居

東
御
苑
庭
園
お
よ
び
国
立
競
技

場
周
辺
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

皇
居
東
御
苑
庭
園
は
、
元
宮

内
庁
庭
園
課
・
元
日
本
植
木
協

会
職
員
で
あ
る
平
栗
徳
雄
氏
案

内
の
も
と
、
皇
居
大
手
門
集
合

後
、
９
時
開
園
と
同
時
に
視
察

を
開
始
し
ま
し
た
。
三
の
丸
尚

蔵
館
を
右
手
に
見
な
が
ら
江
戸

幕
府
時
代
の
百
人
同
心
番
所
前

を
と
お
り
、
江
戸
菖
蒲
を
中
心

と
し
た
８
０
０
品
種
以
上
が
植

栽
さ
れ
て
い
る
菖
蒲
園
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
都
道

府
県
の
木
の
植
栽
、
木
漏
れ
日

が
差
し
込
む
二
の
丸
雑
木
林
、

本
丸
休
憩
所
で
の
休
息
を
は
さ

み
、
本
丸
大
芝
広
場
、
大
奥
跡

を
ぬ
け
、
天
守
台
で
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。
３０
種
以
上
の

桜
、
バ
ラ
園
、
野
草
、
茶
畑
、

果
樹
古
品
種
園
を
見
学
し
、
大

番
所
前
を
通
り
約
２
時
間
の
行

程
を
終
え
ま
し
た
。
昭
和
天
皇

及
び
今
上
天
皇
の
植
物
学
者
と

し
て
皇
居
内
の
植
物
等
を
熟
知

さ
れ
て
い
る
平
栗
氏
の
説
明
は

な
る
ほ
ど
と
納
得
す
る
ば
か
り

で
、
大
変
興
味
深
い
内
容
で
し

た
。
視
察
終
了
後
は
平
栗
氏
を

囲
み
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
神
宮
外
苑
、
国

立
競
技
場
、
重
要
文
化
財
聖
徳

記
念
絵
画
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
国
立
競
技
場
の
現
状
を
視

察
し
、
改
め
て
、
木
々
を
多
く

取
り
入
れ
た
競
技
場
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
中
央

研
修
会
の
質
疑
応
答
で
も
上
が

っ
た
意
見
で
す
が
、
植
木
を
扱

う
団
体
と
し
て
機
会
あ
る
ご
と

に
木
々
（
植
木
）

の
必
要
性
を
訴
え

続
け
、
日
本
の
緑

の
景
観
を
守
っ
て

い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
な
、
と
感

じ
る
ば
か
り
で
し

た
。今

回
の
成
果
と

し
て
は
、
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
有
志
の

方
々
と
合
同
で
懇

親
会
と
視
察
が
出

来
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
今
私
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
協
会
の
会
員
減
少
の

な
か
、
支
部
と
支
部
、
ブ
ロ
ッ

ク
と
ブ
ロ
ッ
ク
間
な
ど
、
全
国

横
断
的
な
交
流
を
行
う
こ
と

は
、
未
来
の
植
木
業
界
の
発
展

の
た
め
に
も
大
変
有
効
な
一
手

と
な
り
得
る
と
感
じ
る
と
供

に
、
今
後
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
は
他

ブ
ロ
ッ
ク
と
の
交
流
を
折
あ
る

ご
と
に
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「日本野鳥の会」会長の柳生博氏講演には約１００
名が参加

柳生講師を囲んだ懇親会はさらに有意義な時間

関
西
ブ
ロ
ッ
ク

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

〜
７
月
２３
日
、
皇
居
東
御
苑
庭
園
な
ど

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
有
志
と
と
も
に
視
察
〜

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
副
ブ
ロ
ッ
ク
長

阪
中

晃

（
阪
中
緑
化
樹
生
産
セ
ン
タ
ー
・
和
歌
山
県
）

（6）緑 化 通 信2016年（平成28年）1月25日 月曜日（第449号）



通
常
総
会
、
及
び
研
修
会
を
開
催

―
１１
月
１７
日
鳥
取
市
に
て
―

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

平
成
２７
年
１１
月
１７
日（
火
）「
鳥

取
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
」
に
お
い

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を
開
催
し

た
。
水
城
清
志
会
長
始
め
加
藤

一
巳
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
含
む
２４
名

が
参
加
し
た
。
鳥
取
県
支
部
長

倉
見
昌
成
氏
司
会
進
行
の
も

と
、
加
藤
一
巳
ブ
ロ
ッ
ク
長
開

会
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
水
城

清
志
会
長
よ
り
祝
辞
を
賜
っ

た
。
そ
の
後
、
議
事
に
入
る
に

あ
た
り
、
森
本
泰
好
副
ブ
ロ
ッ

ク
長
が
議
長
と
し
て
選
任
さ
れ

た
。
議
長
が
議
事
録
署
名
人
に

㈱
大
西
屋
・
西
坂
哲
紀
氏
、
㈱

瀬
戸
内
園
芸
セ
ン
タ
ー
・
丹
下

貴
啓
氏
を
指
名
し
、
議
事
進
行

し
た
。

◇
議
事
内
容

第
１
号
議
案

内
山
淳
副
ブ
ロ

ッ
ク
長
か
ら
２７
年
度
事
業
報
告

が
な
さ
れ
、
全
員
の
賛
成
を
得

て
、
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

会
計
の
竹
本
祐

子
氏
よ
り
２７
年
の
決
算
報
告
が

な
さ
れ
、
監
査
人
の
監
査
で
正

し
く
会
計
処
理
さ
れ
て
い
る
報

告
が
あ
っ
た
。

第
３
号
議
案
・
第
４
号
議
案

加
藤
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
２８
年
度

事
業
計
画
（
案
）
と
２８
年
度
予

算
（
案
）
が
報
告
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
平
成
２９
年

度
（
一
社
）
日
本
植
木
協
会
全

国
総
会
の
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ

る
こ
と
に
触
れ
、
前
回
は
中
国

地
方
の
広
島
県
で
開
催
し
た
こ

と
か
ら
、
輪
番
と
し
て
四
国
地

方
で
の
開
催
を
要
望
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

加
藤
ブ
ロ
ッ
ク

長
よ
り
、ブ
ロ
ッ
ク
長
、会
計
、

会
計
監
査
、
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク

推
薦
委
員
で
あ
る
地
域
性
植
物

適
用
委
員
・
國
忠
征
美
氏
、
緑

育
出
前
授
業
実
行
委
員
・
加
藤

一
巳
氏
の
続
投
の
提
案
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。
支
部
長
に

つ
い
て
は
総
会
当
日
に
結
論
を

得
ら
れ
な
い
事
か
ら
、
各
支
部

に
一
任
し
、
１１
月
中
に
最
終
役

員
と
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

た
。議

事
終
了
後
、
本
部
・
各
委

員
会
内
容
に
つ
い
て
報
告
し

た
。地

域
性
植
物
適
用
委
員
会

報
告
が
國
忠
委
員
長
よ
り
、

主
に
９
月
１５
日
開
催
の
講
演

会
内
容
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。
緑
育
出
前
授
業
実
行
委

員
会
報
告
が
加
藤
委
員
長
よ

り
、
平
成
２７
年
度
実
施
実
績

お
よ
び
教
材
と
し
て
利
用
で

き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
完
成
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の

他
本
部
か
ら
の
報
告
は
事
務

局
が
行
っ
た
。

会
場
よ
り
、
植
木
協
会
本
部

を
大
阪
か
ら
東
京
へ
移
転
し
た

大
目
的
で
あ
る
、
中
央
官
庁
へ

の
意
見
陳
情
活
動
、
関
連
団
体

等
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
。
水
城
会
長
は
、
今
年
度
の

陳
情
活
動
具
体
例
な
ど
を
挙

げ
、
そ
の
ほ
か
東
日
本
大
震
災

被
災
地
復
興
関
連
と
し
て
、
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
と
協
会
本
部
協
働

に
よ
る
苗
木
提
供
、
２
０
２
０

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
へ
向
け
た
協

会
と
し
て
の
材
料
提
案
な
ど
に

つ
い
て
、
次
年
度
事
業
と
し
て

予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と

回
答
し
た
。

◇
記
念
講
演
◇

「
自
生
植
物
を
使
っ
た
緑
化
」

講
師：

鳥
取
大
学
農
学
部

生
態
工
学
研
究
室

教
授

日
置

佳
之
氏

自
生
植
物
を
使
っ
た
緑
化
、

い
わ
ゆ
る
「
生
物
多
様
性
緑

化
」
と
は
、
自
生
種
の
地
域
性

種
苗
を
用
い
、
そ
の
土
地
本
来

の
生
態
系
・
景
観
の
形
成
を
図

る
緑
化
で
あ
る
と
説
明
し
、
推

進
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、

生
物
多
様
性
の
保
全
に
加
え
、

ぞ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ら
し
い
景
観

を
保
全
・
形
成
し
、
郷
愁
や
観

光
の
対
象
と
す
る
流
れ
も
大
き

い
と
述
べ
た
。

こ
れ
ま
で
の
緑
化
の
問
題
点

と
し
て
外
来
種
問
題
を
挙
げ

た
。
一
旦
植
え
て
し
ま
う
と
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
難
し
い
侵
略
的
外
来

種
に
つ
い
て
、２
０
０
５

年
制
定
の
外
来
生
物
法

で
は
重
い
罰
則
が
科
せ

ら
れ
る
生
物
が
指
定
さ

れ
た
が
、
植
物
で
は
１２

種
の
み
が
指
定
さ
れ
木

本
は
指
定
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
を
受
け
、

２
０
１
５
年
に
環
境
省

か
ら
公
表
さ
れ
た
「
生

態
系
被
害
防
止
外
来
種

リ
ス
ト
」
で
は
、
法
に

基
づ
く
規
制
対
象
と
は

な
ら
な
い
が
、
使
用
を
推
奨
し

な
い
樹
種
が
選
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
だ
国
内
に
定
着
し
て
い

な
い
が
定
着
し
た
場
合
に
生
態

系
等
へ
の
被
害
の
恐
れ
が
あ
り

導
入
を
予
防
し
た
い
�
定
着
予

防
外
来
種
�
の
例
と
し
て
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ハ
ン
ノ
キ
、
フ
ラ
ン

ス
ゴ
ム
ノ
キ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
カ

エ
デ
、
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ノ
キ
、

ギ
ョ
リ
ュ
ウ
（
タ
マ
リ
ス
ク
属

雑
種
）、
シ
マ
ト
ベ
ラ
な
ど
を

紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
国
内
に

す
で
に
定
着
し
て
お
り
、
防
除

や
遺
棄
・
導
入
・
逸
出
防
止
等

の
た
め
の
普
及
開
発
な
ど
の
総

合
的
な
対
策
が
必
要
な
�
総
合

対
策
外
来
種
�
の
う
ち
防
除
手

法
な
ど
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

�
重
点
対
策
外
来
種
�
の
例
と

し
て
、
ウ
チ
ワ
サ
ボ
テ
ン
属
、

ナ
ガ
バ
ア
カ
シ
ア
、
モ
リ
シ
マ

ア
カ
シ
ア
、
イ
タ
チ
ハ
ギ
、
ニ

ワ
ウ
ル
シ
、
ラ
ン
タ
ナ（
ヒ
チ

ヘ
ン
ゲ
）、ブ
ッ
ド
レ
ア
（
フ
サ

フ
ジ
ウ
ツ
ギ
）、
ヒ
イ
ラ
ギ
ナ

ン
テ
ン
、
ピ
ラ
カ
ン
サ
類
、
を

紹
介
し
た
。

加
え
て
、
鳥
取
県
の
生
垣
・

公
園
・
庭
園
に
お
け
る
外
来
種

と
在
来
種
の
割
合
に
関
す
る
調

査
結
果
か
ら
、
既
存
緑
地
で
外

来
種
が
多
用
さ
れ
て
い
る
現
状

を
説
明
し
、そ
の
要
因
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
緑
を
増
や
す
こ
と
に

注
力
し
、
そ
の
内
容
や
質
に
つ

い
て
の
認
識
が
不
足
し
て
い
た

こ
と
、
市
場
流
通
性
の
高
い
緑

化
樹
木
の
多
用
を
挙
げ
た
。

外
来
生
物
法
制
定
の

２
０
０
５
年
以
降
増
加
し
て
き

た
生
物
多
様
性
緑
化
の
実
例
を

紹
介
し
、
地
方
林
間
部
の
工
場

緑
化
の
み
な
ら
ず
、
都
市
部
の

大
規
模
緑
化
事
業
、
特
に
民
間

事
業
で
自
生
種
主
体
の
緑
化
が

増
え
て
い
る
傾
向
を
紹
介
し

た
。外

来
種
問
題
の
み
な
ら
ず
、

苗
木
の
遠
隔
地
移
動
で
は
、
植

栽
地
に
自
生
し
て
い
る
同
種
の

植
物
の
遺
伝
子
を
攪
乱
し
、
世

代
交
代
を
重
ね
る
う
ち
に
絶
滅

す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど

に
触
れ
た
。
そ
の
た
め
自
生
植

物
を
使
用
す
る
緑
化
を
後
押
し

す
る
行
政
施
策
も
増
え
て
お

り
、
「
自
生
植
物
を
使
っ
た
緑

化
」
は
２１
世
紀
に
お
け
る
緑
化

の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
紹

介
し
た
。

最
後
に
、
研
究
室
で
の
取

組
み
と
し
て
、
設
計
・
施
工

者
が
生
物
多
様
性
緑
化
を
実

施
す
る
際
、
植
栽
地
に
適
し

た
植
物
を
選
定
で
き
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
鳥
取
県
を
事
例

と
し
て
作
成
中
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、
講
演
を
終
了
し

た
。講

演
終
了
後
、
別
会
場
で

懇
談
会
を
開
催
し
、
和
気
あ

い
あ
い
の
中
で
活
発
な
情
報
が

飛
び
交
っ
て
い
た
。

◇
総
会
翌
日
研
修
会
◇

翌
１１
月
１８
日（
水
）８
時
３０
分

に
ホ
テ
ル
出
発
し
、
参
加
者
１４

名
が
車
に
分
乗
し
、倉
見
苗
圃
、

竹
本
園
の
視
察
を
行
っ
た
。

本
協
会
中
央
研
修
会
の
前
日

で
あ
る
７
月
２１
日（
火
）午
後
、

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

有
限
会
社
須
崎
園
さ
ま
で

は
、
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財

団
が
行
っ
て
い
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
木
陰
と
ミ
ス
ト
を
組
み

合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
ベ
ン
チ

に
組
み
込
む
樹
木
を
視
察
し
ま

し
た
。
ま
だ
試
験
段
階
の
た

め
、
木
陰
を
作
り
出
す
ほ
ど
茂

っ
て
は
い
せ
ん
で
し
た
が
、
木

陰
の
可
能
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
と
し
て
、
ま
た
、
移
動
式

で
あ
る
観
点
か
ら
、
全
国
的
に

も
使
え
る
場
面
は
多
々
考
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
上

げ
て
い
っ
て
、
全
国
へ
波
及
す

る
き
っ
か
け
に
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

有
限
会
社
小
林
養
樹
園
様

は
、
国
内
ト
ピ
ア
リ
ー
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
も
あ
り
、
自
身
が
手

が
け
て
こ
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の

一
部
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

ス
チ
ー
ル
フ
レ
ー
ム
で
ト
ピ
ア

リ
ー
の
形
を
つ
く
り
、
そ
の
中

に
成
長
し
た
キ
ン
メ
ツ
ゲ
等
を

入
れ
て
形
を
と
と
の
え
る
や
り

方
は
、
言
葉
で
は
簡
単
で
す

が
、
な
か
な
か
実
行
す
る
人
は

居
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。
こ
う
や
っ
て
実
行
し
て
形

に
な
る
と
管
理
も
簡
単
で
、
普

及
し
や
す
い
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
が
実
証
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。思

い
つ
き
は
す
る
が
、
誰
も

実
行
し
な
い
。や
っ
た
人
が（
リ

ス
ク
を
払
っ
た
人
）、
利
益
を

得
る
。
単
純
な
事
で
す
が
、
改

め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
思

い
ま
す
。

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

さ
ま
で
は
、
ご
担
当
者
不
在
の

た
め
、
須
崎
さ
ま
ご
案
内
の
も

と
、
園
内
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
木
陰
と
ミ
ス
ト

を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
タ
ー

ベ
ン
チ
に
組
み
込
む
養
生
中
の

樹
木
、
候
補
樹
木
の
テ
ス
ト
圃

場
、芝
生
の
品
種
別
展
示（
テ
ス

ト
）圃
場
な
ど
、テ
ス
ト
植
栽
で

の
生
育
状
況
も
見
ら
れ
る
の
で

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
翌
日
午

前
に
は
、
皇
居
、
丸
の
内
ブ
リ

ッ
ク
ス
ク
エ
ア
、
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

〜
７
月
２１
日
、

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
ほ
か

立
川
周
辺
圃
場
を
視
察
〜

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

加
藤

一
巳

（
㈲
辰
巳
園
・
鳥
取
県
）

左）㈲小林養樹園のトピアリー
右）東京都農林水産振興財団
上：可動式樹木ベンチ用の樹木養生中
下：候補樹木テスト圃場
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通
常
総
会
を
開
催

―
１１
月
１３
日

熊
本
県
熊
本
市
に
て
―

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
ブ
ロ
ッ
ク

長
／
二
村
沢
行
氏
）
は
、
熊
本

県
熊
本
市
「
ホ
テ
ル
日
航
熊

本
」
に
お
い
て
１１
月
１３
日
午
後

２
時
よ
り
出
席
者
５１
名
、
委
任

状
出
席
者
２３
名
の
も
と
ブ
ロ
ッ

ク
通
常
総
会
を
開
催
し
、
本
部

よ
り
水
城
会
長
と
専
務
理
事
が

出
席
し
た
。

総
会
は
、
大
森
副
ブ
ロ
ッ
ク

長
（
熊
本
県
）
が
開
会
宣
言
を

し
た
の
ち
、
㈲
阿
蘇
樹
木
セ
ン

タ
ー
今
村
和
博
氏
（
熊
本
県
）

の
司
会
の
も
と
に
進
行
し
、
二

村
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
大
分
県
）
の

挨
拶
、
水
城
会
長
の
挨
拶
、
本

会
の
来
賓
紹
介
と
し
て
水
城
会

長
と
専
務
理
事
の
紹
介
後
議
事

に
入
っ
た
。

こ
の
後
、
議
長
・
議
事
録
署

名
人
は
執
行
部
一
任
に
よ
り
、

議
長
に
㈲
東
グ
リ
ー
ン
／

東

亮
太
氏
、
議
事
録
作

成
人
に
熊
本
県

㈱
清
光

園
芸
熊
本
支
店
／
大
村
数

也
氏
と
、
㈲
熊
本
緑
化
セ

ン
タ
ー
／
遠
山

彰
氏
、

議
事
録
署
名
人
に
鹿
児
島

県
支
部

西
郷
農
園
／
西

郷
純
一
氏
、
大
分
県
支
部

㈲
酒
見
緑
化
園
／
酒
見

博
文
氏
を
指
名
し
て
議
事

を
進
行
し
た
。

議
案
は
第
１
号
議
案
の
「
平

成
２６
年
度
事
業
報
告
」
と
第
２

号
議
案
の
「
平
成
２６
年
度
決
算

報
告
、
監
査
報
告
」
を
一
括
上

程
し
、
審
議
の
結
果
賛
成
多
数

で
承
認
し
た
。
続
い
て
第
３
号

議
案
の
「
平
成
２７
年
度
年
事
業

計
画
案
」
と
、
第
４
号
議
案
の

「
平
成
２７
年
度
収
支
予
算
案
」に

つ
い
て
一
括
上
程
し
、
審
議
の

結
果
こ
れ
を
了
承
し
た
。
続
い

て
第
５
号
議
案
の「
役
員
改
選
」

に
つ
い
て
、
役
員
数
２１
名
を
１５

名
に
減
員
す
る
こ
と
、
相
談
役

を
３
名
か
ら
１
名
に
減
員
す
る

事
、
新
役
員
の
氏
名
公
表
の
後

審
議
に
移
り
、
原
案
通
り
了
承

さ
れ
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
熊
本
県

㈲
豊
岡
晃
樹
園
／
豊
岡
敏
則
氏

が
就
任
す
る
事
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
審
議
が
終
了
し
て

議
長
が
退
席
し
、
執
行
部
か
ら

入
退
会
報
告
、
地
元
理
事
、
委

員
会
委
員
等
に
よ
る
委
員
会
報

告
、
青
年
部
会
報
告
、
本
部
報

告
が
報
告
さ
れ
す
べ
て
の
事
項

は
終
了
し
、
会
員
か
ら
生
産
数

量
調
査
の
デ
ー
タ
公
開
に
つ
い

て
、
提
出
し
た
デ
ー
タ
が
公
開

さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
質
問

が
有
り
、
現
状
で
は
一
部
地
域

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い

事
、今
後
は
需
給
の
変
化
、震
災

復
興
需
要
、
理
事
会
で
の
討
議

等
の
ほ
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

連
需
要
の
情
報
受
発
信
、
公
開

す
る
場
合
の
仕
組
み
作
り
案
等

が
報
告
さ
れ
、理
解
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
一
般
財
団
法
人
公

園
財
団
理
事
長
／
蓑
茂
壽
太
郎

氏
が
演
目
と
し
て
「
植
木
の
範

囲
〜
ウ
エ
キ
か
ら
ア
ザ
バ
エ

〜
」
に
つ
い
て
、
Ｈ
Ｃ
Ｗ
の
規

格
で
統
一
さ
れ
る
公
共
用
緑
花

木
の
他
に
、
ア
ザ
バ
エ
と
は
個

性
的
な
樹
木
、
も
っ
と
云
え
ば

規
格
外
品
の
設
計
を
念
頭
に
、

園（
そ
の
）を
造
り
植
木
か
ら
風

景
を
調
え
る
樹
木
に
注
目
し
て

ア
ザ
バ
エ
の
積
極
的
な
活
用
を

促
し
、
植
木
の
需
要
を
掘
り
起

こ
す
必
要
性
を
説
か
れ
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
力
説
さ
れ
た
。

名木認定制度は、最高の技術と長い年月によって育成され芸術的風格を備えた庭
園樹木（造形仕立て物及び自然型仕立物）を「名木」と認定し、その価値を称賛す
るとともに、生産技術の継承、生産意欲の新興を図り、ひいては需要の喚起により
業界発展に寄与することを目的としています。
名木の対象樹種は、本会会員の所有する中・高木で、販売の意思があり、運搬可
能であるものです。
平成２７年度は、中部ブロックを対象に募集を行ったところ５本の応募があり、一
次書類審査をすべてが通過し、９月１７～１８日の２日間で現地へ赴き２次審査を行い、
申請樹木のうち「品位、風格を有し、社会的希少価値が極めて高いもの」として４
本が認定されました。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
夏
季
研
修
会
報
告

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長

二

村

沢

行

（
大
分
植
木
㈱
・
大
分
県
）

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
夏
季
研
修

会
は
、
協
会
本
部
主
催
の
「
環

境
緑
化
樹
木
識
別
検
定
」
を
九

州
で
初
め
て
実
施
す
る
に
当
た

り
、
「
樹
木
識
別
ポ
イ
ン
ト
講

習
会
」
が
、
事
前
に
間
違
い
や

す
い
樹
木
の
枝
葉
を
集
め
て
の

講
習
会
を
実
施
す
る
な
ら
ば
、

折
角
の
機
会
に
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

の
本
協
会
員
や
青
年
部
は
も
ち

ろ
ん
一
般
生
産
者
や
、
日
頃
お

世
話
に
成
っ
て
い
る
造
園
屋
や

コ
ン
サ
ル
の
人
に
も
声
掛
け

し
、
幅
広
く
樹
木
の
勉
強
を
し

て
貰
う
様
に
計
画
、
ま
た
、
講

習
会
終
了
後
に
久
留
米
に
お
い

て
協
会
員
同
志
の
情
報
交
換
の

場
を
作
る
事
を
目
的
に
計
画
し

ま
し
た
。

平
成
２７
年
６
月
１３
日（
土
）、

福
岡
市
に
あ
る
西
日
本
短
期
大

学
に
て
間
違
い
や
す
い
樹
木
の

枝
葉
を
集
め
て
の
講
習
会
を
、

そ
し
て
会
員
同
志
の
意
見
交
換

会
及
び
懇
親
会
を
久
留
米
市
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留
米

に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
熱
い
日
差
し
の

中
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
協
会
員

は
バ
ス
２
台
で
久
留
米
か
ら
会

場
の
西
日
本
短
期
大
学
に
向
か

い
ま
し
た
。
ま
た
別
の
人
々
は

そ
れ
ぞ
れ
会
場
に
集
ま
り
、
１３

時
よ
り
船
橋
担
当
理
事
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
次
に

川
原
田
委
員
長
に
よ
る
「
樹
木

識
別
の
ポ
イ
ン
ト
講
習
会
」
の

説
明
が
有
り
、
そ
の
後
参
加
者

が
多
数
の
為
１
グ
ル
ー
プ
約
２６

名
が
そ
れ
ぞ
れ
３
教
室
に
分
か

れ
、
川
原
田
委
員
長
・
吉
澤
副

委
員
長
・
山
崎
委
員
の
３
講
師

に
よ
り
、
講
習
は
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
教
材
の
枝
葉
は
、
前

日
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
が
集

め
用
意
し
て
お
い
た
も
の
を
使

用
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
目
の

輝
き
が
日
頃
と
違
い
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
説
明
を
聞
い

た
り
、
ま
た
不
明
な
点
は
そ

の
場
で
質
問
し
、
す
ぐ
納
得

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

み
っ
ち
り
と
１
時
間
、
３
教

室
を
回
る
受
講
形
式
を
と
り

延
べ
３
時
間
大
変
勉
強
に
な

る
説
明
を
受
講
し
ま
し
た
。

野
外
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も
考
え

て
い
た
の
で
す
が
そ
こ

ま
で
の
時
間
は
有
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

参
加
人
数
は
協
会
員

及
び
青
年
部
会
員
も
含

め
４０
名
に
加
え
協
会
員

外
の
人
が
３６
名
で
総
勢

７６
名
の
講
習
会
で
し

た
。

参
加
者
の
意
見
と
し
て
は
、

皆
さ
ん
声
を
揃
え
て
言
っ
て
い

た
の
は
、
「
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」「
も
っ
と
ほ
か
の
樹
木
も

勉
強
し
た
い
」
な
ど
。
会
員
外

か
ら
は
「
一
緒
に
樹
形
な
ど
も

教
え
て
貰
え
る
と
助
か
る
」

や
、
「
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い

る
樹
木
を
中
心
に
し
た
１
ラ
ン

ク
落
と
し
た
講
習
会
の
開
催
を

望
む
」
な
ど
の
意
見
も
聞

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
人

が
「
こ
ん
な
機
会
を
作
っ

て
も
ら
う
え
た
ら
、
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
の
意
見

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

川
原
田
委
員
長
・
吉
澤

副
委
員
長
・
山
崎
委
員
３

名
の
講
師
の
方
々
、
遠
路

は
る
ば
る
九
州
ま
で
足
を

運
ん
で
頂
き
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
は
、
バ
ス
２

台
で
久
留
米
市
内
の
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留
米
に
移
動

し
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
同

志
の
意
見
交
換
会
を
１８
時
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。
二
村
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
水

城
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
頂

き
、
船
橋
協
会
理
事
に
乾
杯
の

音
頭
を
取
っ
て
貰
い
、
会
員
同

士
の
意
見
交
換
会
及
び
懇
親
会

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
会
員
４０
名
が
意

見
や
情
報
の
交
換
を
す
る
こ
と

が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
会
と

な
り
ま
し
た
。
夜
遅
く
ま
で
語

り
、
そ
の
後
、
街
に
繰
り
出
し

て
い
き
ま
し
た
。

中部ブロック会員の方々、ご協力ありがとうございました。次年度募集地域は中国・四国ブロッ
クです。中国・四国ブロックの皆様、より多くのご応募をお願い申し上げます。

経歴
昭和４４年４月 林野庁林業試験場入庁
昭和５７年５月 農林水産技術会議出向
昭和６３年４月 林野庁（研究普及課）復帰
平成２３年３月 林野庁（森林計画官）退職
平成２３年７月 財団法人日本緑化センター入社
平成２７年１２月 一般財団法人日本緑化センター退社
平成２８年１月 一般社団法人日本植木協会入社

この度事務局長を拝命いたしました佐藤でございま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
木曽檜の里の生まれで、幼少期は山を遊び場として

育ちました。
林野庁では、その大半をきのこの生産振興・需要拡

大に携わっていたことから、緑化に関してはまったく
の素人同然であり、日本緑化センターにおいて緑化の
大切さの一端を理解した状況です。今後は、皆様から
教えを請いながら緑化推進についての研鑽を深め日本
植木協会の更なる発展に努めて参りたいと考えていま
す。ご迷惑をかけることも多々あるとは思いますがご
指導のほどよろしくお願いいたします。

会 員 動 向
正会員・入会
�㈲小川グリーンメイク
（栃木県） 小川秀幸
コンテナ部会退会
�㈲ヒノマルナーセリ
ー（兵庫県）
メールアドレス変更
�㈲清幸園（東京都）

()新 seikouen@dune.ocn.ne.jp
()旧 info@seikoen.net

訃 報
吉岡鉄雄様（福岡県）
吉岡廣楽園

（吉岡達幸氏父）
平成２７年１２月１７日没

享年９１歳

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

講師が説明する見分け方のポイント
やその樹木に関する話を熱心にメモ
に取る受講者

二村ブロック長あいさつ

会員同志の意見交換会

７７名の参加者でいっぱいになった教室

平成２７年度 特別庭園樹木（名木）を認定

クロマツ
樹高 ２．７ｍ
幹周 １．１５ｍ（芝付き）
枝張 ６．７ｍ
樹 形 仕立て
推定樹齢 １００年
認定番号 １５２１０１

㈲伸松園 小畑 勝裕 氏
静岡県 浜松市

クロマツ
樹高 ５．０ｍ
幹周 １．８３ｍ（芝付き）
枝張 ５．５ｍ
樹 形 仕立て
推定樹齢 ２００年
認定番号 １５２２０３

善壽園 近藤 幹男 氏
愛知県 稲沢市

愛知農園植木苗木㈱ 氏永 孝夫 氏
愛知県 稲沢市

ゴヨウマツ
樹高 ２．５ｍ
幹周 １．５ｍ（芝付き）
枝張 ４．５ｍ
樹 形 仕立て
推定樹齢 １５０年
認定番号 １５２２０２

イヌマキ
樹高 ５．０ｍ
幹周 １．７８ｍ（芝付き）
枝張 ６．５ｍ
樹 形 仕立て
推定樹齢 ３００年
認定番号 １５２２０４

㈲橋本植木 橋本 良治 氏
愛知県 稲沢市

さとう けんいち
佐藤 建一 事務局長
昭和２５年９月１１日生

〈就任の挨拶〉

（8）緑 化 通 信2016年（平成28年）1月25日 月曜日（第449号）


